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【研究プロジェクト名および概要】 
 

Ⅰ. 腫瘍内不均一性に着目した悪性腫瘍の病態解明に関する研究 

 

Ⅱ. 悪性腫瘍の新規モデルマウス樹立に関する研究 

 

Ⅲ. Radioisotope(RI)を用いた診断・治療開発に関する研究 

 

Ⅳ．放射線・RI の医学教育に関する研究 

 

RI・腫瘍病態学では、モデルマウスを用いた悪性腫瘍・難治性疾患の病態解明に関する研究を行ってい

ます。これまで、ヒトの細胞を超免疫不全マウスに移植することで、Patient-derived xenograft(PDX)モデル

を含めたモデルマウスを作製し、液性因子や転写因子の制御に焦点を当てた悪性腫瘍の病態解明及び治療

法の開発に取り組んできました(Cancer Sci 2012, Cancer Lett 2013, Int J Hematol 2013, Eur J Cancer 2014, J 
Cancer Res Clin Oncol 2015, Leuk Res 2016, Oncogene 2017, Neoplasia 2024)。また、時間的・空間的に遺伝子

を操作した遺伝子改変マウスを用いて、がん抑制に関わるシグナル伝達経路の機能解析を行ってきました

(Oncogene 2017, Development 2018)。さらに、新たな白血病モデルマウスや患者検体を用いて、造血幹細胞

レベルでの病態解析研究に参画して参りました(Cancer Cell 2021, Nat med 2022)。 
生命資源研究・支援センターの業務である放射線・RI を用いた研究支援を行うとともに、放射線・RI

を用いた診断・治療法の開発に取り組んでいます(Explor Target Antitumor Ther 2024, Blood Rev 2025)。また、

アイソトープ総合施設、大江地区・黒髪地区アイソトープ施設とも、密接に連携し、放射線・RI における

医学・薬学・工学・理学教育を推進し、次世代を担う研究者・技術者の育成に努めています(Cureus 2024)。 
 
     【教職員および大学院学生】   【メールアドレス(任意)】    【研究プロジェクト】 

准教授 後藤 裕樹  hgoto20@kumamoto-u.ac.jp 研究の統括   

技術補佐員 高野 真理子 Ⅰ, Ⅱ, Ⅲ, Ⅳ 

事務補佐員 福島 久美子  Ⅲ, Ⅳ 

大学院博士課程 上田 裕二郎                               Ⅰ, Ⅱ, Ⅲ 

客員准教授 Aussara Panya Ⅰ, Ⅱ 

客員准教授 Sudjit Luanpitpong                          Ⅰ, Ⅱ 

客員助教 Nuchjira Takheaw Ⅰ, Ⅱ 

客員助教 Pachara Sattayawat                              Ⅰ, Ⅱ 
 
 
 

【連絡先】 電話: 096-373-6509  Fax: 096-373-6510 
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【特殊技術・特殊装置】  
 
1. 細胞増殖・細胞死・細胞周期の解析  5.  テトラサイクリン等の薬剤を用いた遺伝子制御 

2. 超免疫不全マウスを用いた in vivo 解析 6. 次世代シーケンサーを用いた解析 

3. 血液細胞の分化誘導 7. 免疫組織染色 

4.  代謝・活性酸素の分析     8. RI を用いた細胞研究 
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